
　2018年度に道徳科の評価が始まってから３年が経過しました。道徳の評価はどのように実施すべきか、ど
うすれば「指導と評価の一体化」が実現できるか、お悩みの先生もいらっしゃるかもしれません。そこで、本
誌では３名の先生をお招きして座談会を実施。その模様を２号連続の特別企画でお届けいたします。
　前編となる今回は、長岡先生のご経験を中心に、日々の授業の評価の仕方や、評価を実施するうえで教師に
大切にしてほしいことをテーマにお話しいただきました。

市川：はじめに、実際に学校現場でお仕事されている
長岡先生は、普段どのように道徳の評価を行われてい
るのか教えていただけますか。
長岡：私は、子どもにとっていちばん意味があるのは、
通知表や指導要録の評価ではなく毎回の授業ノートへ
のコメントだと考えています。私のクラスでは『道徳
ノート』を使っているので、毎時間、子どもが書いた
コメントをしっかり読み、気づいたこと、考えたこと
を「ちゃんと見たよ」ということを私からのコメント
で伝えるようにして
います。指導要録は
子どもの手元に届か
ないこともあり、子
どもとのつながりを
考えると毎時間のや
り取りが大切なのか
なと感じています。
谷口：「評価」という言葉は、学期末とか年度末の締
めくくりというイメージがとても強いのですが、「指
導と評価の一体化」を実現するためには毎時間の評価
がとても大切だと思います。子どもたちが考えたこと
について、道徳の評価のキーワードを借りれば「認め
励ます」。「すごいね」「そういうこと考えるんだ」など
の声かけを続けることが必要です。

 私の評価の仕方 市川：前提として、「評価」には、指導要録や通知表
に書く成績を付ける“evaluation”（エバリュエーショ
ン）と、子どもの成長を見取るためにさまざまな情報
を集め、その情報をもとに教師がフィードバックを行

う“assessment” （アセスメント）の２種類があります。
　私は、道徳に必要なのはアセスメントのみだと考え
ており、日々の授業の中で、子どもたちの成長を見取
れるような情報を収集することがとても大切だと思い
ます。
　長岡先生は、コメントや評価をするとき、子供の成
長をしっかり見取るためにどのようなことに気をつけ
ていらっしゃいますか。
長岡：その子の言葉を取り入れて評価するように気を
つけています。例えば、「親切の大切さについて考え
ました。」という評価は子ども全員に当てはまってし
まいますよね。そうではなく、子どものノートの言葉
を用いて、「本当の親切とは○○ということだと考え
ました。」というように、その子だけの変化をしっか
りととらえた評価ができるように気をつけています。
市川：さらに言えば、子どもがもとからもっている部
分ではなく、授業の中で成長した部分を評価したいで

すね。例えば、「優しさの大切さに気づきました。」と
いうような評価もよくあると思うのですが、ほとんど
の子どもはもともと「優しさ」の大切さを知っている
と思うんです。
谷口：「優しさ」の例であれば、場面に応じた適切な
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学期末・年度末だけでなく、毎時間の評価も大切に！

授業を通しての子ども一人ひとりの変化をとらえ、評価する！

言葉を使わずに内面を表現できるツールも活用する！

周囲の人と自分をつなげていける授業づくりにもトライ！
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行動は何か、具体例をたくさん考えることができれば多
角的な見方ができるようになったといえると思います。
　全員に当てはまる定型文の評価ではなく、一人ひと
りをしっかり見てオーダーメイドの評価ができるとよ
いですね。

市川：ノートを通じて日々の評価をする中で、難しさ
を感じる場面はありますか。
長岡：ノートを書くことが苦手な子どももいるので、
そういった子をどのように評価すればよいのかが難し
いと感じています。
谷口：私が小学校の教員をしていたときは、給食や掃
除の時間などの雑談の中で「前の授業であまりノート
書けていないみたいだったけど、どう思った？」と聞
いてみたり、ゼロから答えさせるのではなく「こんな
考えとこんな考えがあったけど、どっちの考えに近
い？」というような答えやすい質問を投げかけてみた
りしていました。
　あとは、「他の子の意見を聞いたときにじっと考え
込んでいたよね。」というように、授業中の様子から
内面を探ってみるのもよいと思います。
市川：一人ひとりの授業の様子を細かに観察すること
は難しいので、「こころツール」の心情円盤や「学びの
あしあと」の矢印の動き・顔の表情など、言葉を使わ
ずに内面を表現させられるツールを活用するのも有効
な手段かもしれませんね。

 言葉だけではない見取り方 

谷口：長岡先生は毎時間子どもに対してコメントを返
していらっしゃるということですが、そのコメントは
保護者の方にも伝わっているのでしょうか。
長岡：こちらが指示したわけではなかったのですが、
授業が終わったあと、子どもが自分から保護者の方に
「どう思う？」とインタビューしてくれたことがあり
ました。こちらから毎時間のコメントをお伝えするこ
とはなくても、子ども自身が授業だけで終わりにせず
考えを深めていけば、その過程で自然と保護者の方に
も伝わっていくのかなと思います。
谷口：子どもにとって、保護者の方は身近な大人の
ロールモデルですので、どう考えるか知りたいと感じ
るのは自然なことですよね。異なる視点からの意見を
知り、自分の考えと比較することで、子ども自身も視

野が広がったり考えがより深まったりします。子ども
の学びを深めるためには、保護者の方にもご協力いた
だいて授業を作っていくことも有効だと思います。
　また、保護者の方にとっても学校での授業の様子は
とても気になるものだと思うので、毎時間の先生から
のコメントはうれしいのではないかと思います。そし
て、毎回の授業でしっかり子どもの成長を評価してく
れていることがわかれば、通知表の評価に対する説得
力もぐんと上がりますよね。
市川：さまざまな人の意見を聞くことで多角的な見方
が養われていくので、保護者の方を巻き込むのはよい
ですね。道徳の授業は生きることにつながる学びなの
で、教室の中だけで閉じるのではなく、保護者の方を
はじめ、周囲の人と自分をつなげて考えを広げていく
ことはとても大事だと思います。

 子どもの学びを広げる 

後編は、６月発行予定のVol.12に掲載！ お楽しみに！

▲こころツール ▲学びのあしあと

道徳科の評価 　 つのポイント４
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